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＜事業概要＞
■㈱スパンクリートコーポレーション宇都宮工場に、高効率コジェネを導入し総合的な省エネルギーを図る。
■発電電力は系統連系した上で、構内の３建屋（第１工場～第３工場）や屋外加工ライン等の生産設備で利用し、
同時に廃熱温水を第１工場の生産設備で利用することで、省エネルギー率約３５％を達成。

ディマンドリスポンスの必要性①工場内の複数建物への電力融通及び一部工場内への廃熱温水融通事業

導入効果

発電電力

コジェネ

廃熱温水

第２工場

第１工場

第３工場都市ガス

事業者 株式会社スパンクリートコーポレーション宇都宮工場

住所 栃木県宇都宮市平出工業団地 ８－５

用途地域 工業専用地域

事業スケジュール ２０１６年１月 完成

総事業費 約１．２億円

屋外加工ライン、他

系統電力

発電電力：３９０ｋＷ
発電電力量：１，０５６ＭＷｈ／年

廃熱温水：３９５ｋＷ
廃熱温水回収量：１，９９１ＧＪ／年

都市ガス消費量：９５１ｋＷ

高効率ガスコージェネレーションシステム

項目 単位 数値

発電電力量 ＭＷｈ／年 １，０５６

温水利用量 ＧＪ／年 １，９９１

省エネルギー量 ｋＬ／年 １３４

省エネルギー率 ％ ３５．１

省ＣＯ２率 ％ ２２．５

コンクリートの養生工程（乾燥させ、一
定強度を出すために必要な工程）で
廃熱温水を利用。



＜事業のポイント＞（ＢＣＰ対応、電力負荷追従）
■系統停電時にはコジェネをブラックアウトスタートにより再起動することで、重要負荷を賄う保安電力を確保。
■低負荷時においても、負荷率７５％までは、コジェネの部分負荷運転を行い、電力負荷を最大限コジェネで賄
う。

系統停電時の保安電力確保

系統電力（停電時）

事務所棟（ＰＣ、照明など）

排水処理場（ポンプなど）

その他保安電力（コンプレッサなど）

工場内の複数建物への電力融通及び一部工場内への廃熱温水融通事業

発電電力

コジェネ

都市ガス

・ＢＣＰとして、系統停電時には、コジェネをブラックアウトスタート
により、再起動することで、重要負荷を賄う保安電力（１６０ｋＷ
程度）を確保する。
・重要負荷は、事務所棟（ＰＣや照明など）、排水処理場（ポンプ
など）、その他（コンプレッサなど）であり、系統停電時には順次
負荷投入を行うことで給電が継続される。

電力負荷に応じた運転
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・生産量が変動し、電力負荷が減少した場合でも、負荷率７５％ま
では、コジェネを部分負荷運転する事により、電力負荷を最大限
コジェネで賄う。


